
交
通
事
故
ゼ
囗
を
め
ざ
し
て

心
の
ブ
レ
ー
キ
を
忘
れ
ず
に

交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
の
交
通
事
故
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
市
内
の
事
故
の
発
生
件
数
は
微
増
で
す
が
、
高

齢
者
と
子
ど
も
の
事
故
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日
常

生
活
に
欠
か
せ
な
い
車
で
す
が
、
一
つ
間
違
え
れ
ば
尊
い

人
命
を
奪
う
凶
器
に
早
変
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

夏
は
解
放
感
や
暑
さ
に
よ
る
疲
れ
で
注
意
力
も
散
漫
に

な
り
が
ち
。
こ
れ
か
ら
暑
さ
も
本
番
で
す
。
も
う
一
度
基

本
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

亘

安
全
課
庶
務
係

高
齢
者
や
子

ど
も
の
事
故
は
増
え
て

い

ま
す
昨
年
市

内
で
は
、
交
通

事
故

で
十

九
人

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ

の
う

ち
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

五
人
、
中
学
生
以
下

の
子

ど
も
が
一

人
と
三
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
負
傷
者
も
、
高
齢
者
が
百

四
十
八
人
、
子
ど
も
は
三

口
八
十
五

人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
３
年

と
比

べ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
∵
三
六
倍
、
一
・

二
二
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
（
表
１
）
。

通い慣れた道でも左右の確認を忘れずに

交
通
ル
ー
ル
無
視
の

事
故
が
多
く
見

ら
れ
ま
す

負
傷
者
の
多
く
は
歩
行
中
と
自
転

車
に
乗
車
巾
に
発
生
し
て
お
り
、
原

因
と
し
て
は
、
信
号
無
視
や
車
の
直

前
直
後
の
横
断
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル

の
無
視

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

横
断
歩
道
で
な

い
場
所
を
横
断
し
て

車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故

が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

第
一
当
事
者
（
事
故
原
因
者
）
で

は
前
方
不
注
視
や
安
全
不
確
認
な
ど

が
大
半
を
占

め
、
ち
ょ
と
し
た
注
意

で
防

げ
る
事
故

が
気
の
緩
み
で
起
こ

っ
て

い
ま
す
（
表
２
）
。

自
分
に
都
合
の
よ
い
状
況

ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん

歩
行
者

も
ド
ラ
イ

バ
ー
も
、
相
手

が
「
気

づ
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」「
避

け
て
く

れ
る
だ
ろ
う
」
と

い
う
思

い

込
み
で
行
動
す

る
危
険
を
十
分
知

る

こ

と
が
必
要
で
す

。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

常
に
安
全
確
認
を
心
掛
け
ま
し

ょ

う

。
止

ま
っ
て
い
る
車

の
陰

や
通
り

過

ぎ
た
車
の
直
後
の
横
断
は
危
険
で

す
。
夜
間
は
明

る
い
色
の
服
や
反

射

材
を
身
に
付
け
た
り
、
ラ
イ
ト
を
持

つ
な
ど
の
工
夫
を
。

自
転
車
利
川

の
皆
さ
ん
へ

交
差
点
で
は
信
号
に
従

い
ま
し
ょ

う

。
信
号

の
な

い
交
差
点
で
は
左
右

の
確
認
を
忘
れ
ず
に

。
ラ
イ
ト
を
早

め
に
点
灯
し
た
り
、
反
射
材
の
活
用

も
有
効
で
す
。

ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

子

ど
も

の
飛

び
出
し
や
横
断
中
の

お
年
寄
り
に
注
意
を

。
住
宅
街
や
公

園
な
ど
、
子
ど

も
の
飛

び
出
し

が
予

想
さ
れ
る
場
所
で
は
ス
ピ

ー
ド
を
落

と
し

て
、
周
囲
に
気
を
付
け
ま
し

よ

夏

の

交

通

事

故

防

止

運

動

が

始

ま

り

ま

す

７
月
2
1
日
(
日
)
か
ら
８
月
2
0
日
天
ま

で
、
「

ゆ
ず
り

あ

い
　

さ
わ

や
か
笑

顔
で
　

交
通
安
全
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン

に
、
夏

の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
実

施
さ
れ
ま
す
。

運
動
期
間

中
、
市

や
警

察
で
は
、

○
シ

ー
ト

ベ
ル
ト
の

着
用

の
徹
底

○
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
と
飲
酒
運

転
に
よ

る
交

通
事
故
の
防
止

○
子

ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故

の
防
止

○
自
転
車
の
通
行
の
マ
ナ
ー
の
向
上

を
重
点
に
、
交

通
事

故
防
止
を
図
り

ま
す
。
お
互

い
に
ル
ー
ル
を
守
り
、
細
心

の
注
意
と
相
手
を
思

い
や
る
心
で
、

交
通
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て
の
努
力
を

お
願

い
し

ま
す
。

.平成7年市内で発生した事故の主な原因

(表2)
市
内

の

交
通

事
故

の

特
徴

（
平
成
７
年
）

☆

交
通
事
故
関
係
者
二
人

に
一
人
は

市
民
人
身
事
故
二
干
百
四
十
五
件
の
う

ち
一
千
百

三
十
八
件

（
五
三
％

）

が
市
民

☆

夜
間
に
死
亡
事
故
が
多
発

死
亡
事
故
十
九
件
の
う
ち
夜
間
に

十
三
件

☆

市
道
・
国
道
六

号
線
で
全
事
故
の

八
割
が
発
生

死
亡
事
故
の
う
ち
八
件
が
国
道

六

号
線

☆

原
因

の
多
く
は
わ
き
見
運
転
な
ど

安
全
不
確
認
八
百

八
十
七
件
・
前

方
不
注
視
四
百
八
十
三
件
（
合
わ

せ

る
と
六
四
％
）

☆
交
差
点
と
交
差
点
付
近
が
多
い

出
会

い
頭

の
事
故
な
ど
が
一
千
四

百
八
十

五
件
（
六
九
％
）

市内における高齢者・子どもの負傷者数

の推移（表１）

区分  件数  構成比

平成７年県内の交通事故

による死亡者数

※この死亡者数は事故発生後24

時間以内に死亡した人数です。

事故を原因とする死者の数は

もっと多くなります

なかなか減らない交通事故死。その原

因の大半をスピード・シートベルト・サ
ヶの３Ｓが占めています。自覚があれば
防げる事故はなくしたいものです。
警察では3S 作戦で交通事故ゼ囗をめ

ざしていますＯ

作戦で3S
人口と世帯

460,596.人

233,787.人

226,809.人

172,816世帯

人口

男

女

世帯

ザ・交通事故
SPEED

主な内容

文化ホール特別展( 世界の

爬虫両生類＆自然の小世界)

高齢者のよい歯のコンクー

ル入賞者が決定

夏のイベント特集

情報チャンネル

相談あんない　ほか

信号無視

交差点安全進行義務

徐行（交差点）

操作不適

前方不注視

動静不注視

安全不確認

一時不停止

７５件

４３

8899４８３

182

887

８３

3.596

２．０

４．１

４．6

22.5

8.5

41.3

３．９

安
全
運
転
義
務

違
反

.+ 289.

.十143

.＋146.

+  255.

は
前
月
比

TOP

死亡事故の

5件に1件は

速度超過

SAKE

死亡事故の

10 件に1件は

飲酒運転

SEATBELT

死亡事故の

10人に9人が

非着用

SPEED  ( スピ ード）

「大丈夫 、腕でかわせる」と思っでも 、

スピードの出し過ぎによるコントロール

不能で衝突する事故が多発。若者による

無謀運転も目立っています。

ＳＥＡＴＢＥＬＴ（シートベルト）

「近＜だから」と思っでも 、運転開始

後30 分以内に事故の半数が発生。「自分

は大丈夫だから」と思っでも 、全事故の

約４割はもらい事故です。

S  AK  E ( 酒 ）

「もうさめたから」と思っでも 、日本

酒一合さ ますには３時間以上かかります。

視力は通常の半分。反応も遅れ、判断力

も低下し ています。

発行：松戸市　編集：企画部広報課

〒271　松戸市根本387-5

TEL  0473-66-1111　FAX.0473-63-3200

6 月１日現在



世
界
の
爬
虫
両
生
類
＆
自
然
の
小
世
界

千
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
松
戸
の
川
と
自
然

地
球
上
の
す
べ
て
の
生
物
は
、
お
互
い
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
複
雑

に
か
ら
み

あ
っ
た
網
の
よ
う
な
世
界

で
、
私
た

ち
人

間

も
生
き

て
い
る

の
で
す
。
そ
の
網
に
ほ
こ

ろ
び
が
で
き
た
と

き
、
地
球
上
の
生

命
の

シ

ス
テ
ム
全
体
が
崩

れ
去
っ
て
し

ま
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
他
の
生

命
に

つ
い
て
知
り

、
そ

れ
を
守
っ

て
い

く
こ

と
が
、
自
ら
の
生

存
の

た
め

に

も
、
必
要
な
の
で
す
。

今
回

も
。
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
千
石
正

一
先
生
の
ご
協

力
に
よ
り
、

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

平和ポスター･

平和パネル展

ヘ ラ オヤ モ リ

〈
文

化

ホ

ー

ル

〉

７
月
2
3
日
(
火
)
～
８
月
４
日
(
日
)
〔
７
月

2
9口ほ

休
館

〕
　
内
容
ヒ
ロ
シ
了

ナ

ガ
サ
キ
原
爆
写
真

パ
ネ
ル

ー
ユ
ニ
セ

フ
の
活
動
パ
ネ
ル
・
市
内
中
学
生
が

描
い
た
平
和
ポ
ス
タ
ー
　
費
用
無
料

〈
市

役

所

一
階

本

館

・
新

館

連

絡

通

路
〉

８
月
５
日
(
月
)
～
1
6
(
金
)
〔
土
・
日

曜
日
を
除
く
〕
　
内
容
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
・
ユ
ニ

セ
フ
の
活
動

パ
ネ
ル
　
菅
用
無
料

舞
」総
務
部
総
務
課

原爆ドーム（パネル）

会 場…伊勢丹松戸店新館９階アートスポットまつど

期間…7月23日(火卜８月16日(金)〔ﾜ/24を除＜、毎週水

曜日休館〕

時間…午前10時～午後６時

観覧料…無料

内 容…市所有の標本と千石正一氏所有の世界肥虫両生類

を実物・標本・写真等で解説展示。また江戸川 に

生息する魚や河川の植物等も分かりやすく紹介

奈毎週日曜日の午後３時から、会場でへぴや魚の食事場面

が見られます。

[臘文化ホール昔67ｰ7810番

パインヘビ

再
生
自
転
車
を
即
売

７
月
1
4
日
(
日
)
～
1
6
日
(
火
)
、
午
前
８

時
3
0
分
～
午
後
３
時
会
場
生
き
が

い
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
左

図

参
照

）

販
売
台
数
五
十
台
（
売
り
切
れ
次

第
終
了
）
　
価
格
五
千
円
～
一
万
一

千
円

交
通
五
香
駅
東
口
か
ら
新
京

成

バ
ス
「
小
新

山
」
行

き
ま
た
は

「
柏
陵
高
校
」
行
き
で
、
新
栄
町
入

口
下

車

羆

紬
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

１
＆
8
4・
Ｑ
りＩ
Ｑ
び１
番

夕
イ

リ

ク

バ
ー
フ
タ
ナ

ゴ

グリーンパイソン

マツカサトカゲ

グリーンバシリスク

特 別 講 演

「世界 の繽 虫両 生 類」

期日…７月28日(日)

時間…午後1時～3時

会場…市民会館301 号室

講師…財自然環境センター

上席研究員・平石正一氏

費用…無料

定員…先着50人（要予約）

匣電話で文化ホール登67-7810

番へトカゲと一緒の千石先生

明

る

い

選

挙

啓

発

ポ

ス

タ

ー

・

標

語

募

集

テ

ー
マ
明

る

い
選
挙

を
表

現
す

る

ぢ
の
規
格
ポ
ス
タ
ー
ー
四
十
五
セ
ン
チ
×

三
十
セ
ン
チ
～
五
十
五
セ
ン
チ
×
四
十
で
以

内

・
標
語

＝
二

十
文
字

以
内

固
９
月
６
日
(
金
)
ま
で
に
、
作
品
に
小
・

中

・
高

校
生

は
学
校

名

・
学
年

・
氏

名

・
性

別

を

、
一
般

の
人

は
住

所

・

氏

名

’
性
別

・
年

齢

を
記

入

し

て

、

直

接
ま

た
は
各

学
校

を
通

じ
て

〒
2
7
1

松

戸
市
根

本
三

八
七

の
五

松
戸
市

選

挙

管
理
委

員

会
事
務
局

へ

※
応
募

作
品

の
中

か
ら
数

点
を

、
平

成
９
年

の
啓
発

カ
レ

ン

ダ

ー
に
採

用
す

る
予

定
で
す

。

※
応
募

作
品

は
お

返
し
し

ま
せ
ん

。

父

子

家

庭

の

皆

さ

ん
に

児

童

養

護

費

を

助

成
し

ま

す

対
象
婚
姻
解
消
・
死
亡
・
生
死
不

明
等
の
た
め
、
母
に
養
育
さ
れ
て
い

な
い
十
八
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し

て

い
る
父
が
、
出
張

・
病
気
・
入
院

な
ど
の
事
情
で
一
時
的
に
児
童
の
養

育
・
世
話
を
家
政
婦
な
ど
に
委
託
し

報
酬
を
支
払
っ
た
場
合
（
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
が
一
人
以
上
い
る
こ

と
．
所
得
制
限
あ
り
）
　
助
成
Ｒ
薮

一
ヵ
月
五
日
以
内
　
助
成
額
一
日
七

千

一
百
八
十
円

二

時
間
九
百
十
円
）

を
限
度

必
要
書
類

費
用
の
明
細
書

（
領
収
書
）
所
得
証
明
書
ほ
か

崑

援
護
課
援
護
係

旬

の

お

い
し

さ

を

味

わ

っ
て

く

だ

さ

い

（
野

菜

の

即

売

）

松

戸
市

農
事
研

究
会

は
市

内
二

力

所

で
、

エ
ダ

マ
メ
、
ネ

ギ

、
カ

ブ
、

ホ

ウ
レ
ン

ソ

ウ
な
ど

、
旬

の
野
菜

と

鉢

花
の
即
売

会

を
開
催

し
ま

す

。

７
月
６
日
(
土
)
午
前
９
時
か
ら
士
蚕
冗

ま

で

会

場
Ｊ

Ａ
松

戸
市

古

ケ
崎
支

店
（
古

ケ
崎

市

民

セ

ン

タ

ー
隣

り
）
、

Ｊ

Ａ
松

戸
市

六
和

支
店
（
西

馬
橋

三

丁
目
三
村
新
町
バ
ス
停
前
）

・羆

農
政
課

昔
6
6・
7
3
2
8

番

ピ
ン

ク

ち

ら

し

は

Ｎ

Ｏ

Ｉ
・

投

入

拒

否

ス

テ

ッ

カ

ー

を

配

布

し

ま

す

い
か

が
わ
し

い
ち

ら
し

を
、

ポ

ス

ト

に

投

入

さ

れ

な

い

た

め

に

は

、

「
い
り

ま

せ

ん
」

と

い
う

意

志
表

示

が
何
よ

り
も
大

切
で

す

。

投
入

拒
否

の
ス

テ

ッ
カ

ー
を

作
成

し

ま
し

た

の
で
、
ご
利

用
ぐ

だ
さ

い
。

配

布
場

所

各

支

所

・
市

役

所

受

付

・
安

全
課

・
少
年

セ
ン

タ
ー

豐

す
ぐ

や
る
課

ユ

ニ
2
1

病
原
性
大
腸
菌
○
‐

１
５
７
の
予
防
対
策
は

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
（
清
潔
・
迅
速
・
加
熱
ま
た
は
冷
却
）が
基
本

文化ホール

特別展

○
手
洗
い
は
流
水
で
卜
分
に
行
う

○
調
理
器
具
の
十
分
な
洗
浄
、
消
毒

○
食
品
は
衛
生
的
に
取
り
扱
い
、
十

分
に
加
熱
す
る
（
熱
に
弱
い
）

○
飲
料
水
の
衛
生
管
理
と
生
水
の
飲

用
は
避
け
る

○
万
一
、
出
血
性
下
痢
を
し
た
ら
す

ぐ
医
師
の
診
察
を
受
け

る

頻
松
戸
保
健
所
容
6
1・
2
1
2
1

番

広報 １９９６年(平成８年)7月５日



「高齢者のよい歯のコンクール』

8
0
2
0
（
（
チ
マ
ル
・
ニ
イ
マ

ル
）
運
動
を
ご
存
じ
で
す
か
。

八
十
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
歯

を
二
十
本
以
上
保
と
う
と
い
う
運
動

で
、
歯
科
保
健
知
識
の
普
及
や
定
期

的
な
歯
科

健
康
診
査
を
推
進
し
、
生

涯
を
通
じ
た
歯
の
健
康
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
「
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

寄
付
あ
り
が
と
う

（
平

成
７
年
1
0月
１
日
～

平
成
８
年
３
月
3
1日
受
け
付
け
分
）

多
く

の
方

か
ら
貴

重
な

寄
付

を

い

た

だ
き

、
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

皆

さ
ん
の
ご
厚
意

は

、
趣
旨

に
沿

っ

て
大
切

に
使

わ
せ
て

い
た

だ
き
ま

す

。

福
祉
関

係
へ

永
田

良
夫

、
石
川

人
倫

、
松

戸
み

ど
り
幼

稚
園

、
加

藤
美
茅

子

、
松

戸

市
畳

業

組
合

、
松
戸

ケ

ー
ブ
ル

テ
レ

ビ
株

式

会

社

、
松

戸

商
工

会

議

所

、

松
戸
市
立
病
院
心
臓
血
管
患
者
の
会
、

松
戸

商
工

会

議
所
婦

人
会

、
菰

田
信

美

、
株

式
会

社
サ

ン
イ
チ
エ

芸

社
、

松
戸
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合
婦
人
部
、

松

戸

建

築

組

合

、

中

茎

政

雄

、

高

橋

寿

生

、
淨

安

寺

婦

人

部

た

ち

ば

な

会

、

小

林

清

孝

、

セ

イ

コ

ー

電

子

工

業

労

働

組

合

高

塚

地

区

支

部

、

舞

夢

馬

橋

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

、

松

戸

グ

リ

ー

ン

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

、

千

葉

県

理

容

環

境

衛

生

同

業

組

合

、
松

戸

鎌

ヶ

谷

木
材
同
業
組
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ー

第

二

七

九

〇

地

区

、

荒

川

み

ど

り

ダ

ン

ス

ス

ポ

ー

ツ

ク

ラ

ブ

、

柿

ノ

木

台

小

学

校

児

童

会

・
父

母

と

教

師

の

会

、

パ

ブ

ス

ナ

ッ

ク

セ

ラ

ヴ

ィ

ー

、

松

戸

芸

術

舞

踊

協

会

、
長

聖

寺

、
国

際

ソ

ロ

日
ご
ろ
、
歯
に
白
信
の
あ
る
八
十
歳

以
上
の
、
四
十
三
人

が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
優
勝
者
は
藤
田
彌
吉
さ
ん
（
八
十

七
歳

・
小

金
清
志
町
）
、
準
優
勝
者

は
櫛
田

鉦
吉
さ
ん
（
八
十
三
歳
・
下

矢
切
）
・
高
島
一
郎
さ
ん
（
八
十
二

歳
・
松
戸
新
田
）
、
特
別
賞
は
後
藤

き
く
さ
ん
（
九
十
一
歳
・
小
山
）
で

し
た
。
な
お
、
優
勝
の
藤
田
さ
ん
は
松
戸

市
代
表

と
し
て
、
７
月
に
行
わ
れ
る

県
の
「
高
齢
者
の
よ

い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
」
に
出
場
し
ま
す
。

無
健
康
課
保
健
係

容
6
6・
7
4
8
6

番

若いころから歯の痛みは知りませんでし

こが､20 年前から歯科医院で毎年歯石を取

ってもらっています。

元だ食事を心掛けています。

プ
チ

ミ

ス
ト

千

葉
ユ

ー
カ

リ
、

ゆ
う

か
り
手

工

芸
文
化

の
会

、
松

戸

テ
ニ

ス

ク
ラ

ブ
、
加

藤
孝

、
松
戸

市
米

穀

坐

冗
商

組

合
、
松

戸
市

青
果

物
商

業

協

同

組
合

、
平

林
看

護
婦
家

政
婦

紹

介

所

、

秋

葉

澄

夫
税

理

士

事

務
所

、

尾

鹿

滿
彦

、
装
研

株

式
会
社

社
員

、

同

、
仁
王

会

、
木
村

保
世

、
池
田

栄

。

ヤ

マ
ザ
キ

製

パ
ン
従
業

員
組

合
松

戸

支
部

、
株

式
会

社
海
老

澤
工

務
店

・

株

式
会

社

海

老
澤

工

務

店

海

進

会

、

銚
子

商
工

信
用

組
合

信
友
会

、
松

戸

北

ロ
ー

タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
近

代

住
機

株
式
会

社

、
ユ

ー
カ

リ
会

、
明

る

い

社
会

づ
く

り
松
戸

推

進
協

議
会

、
楢

原
建
設

株

式
会

社

・
楢

原
建

設
株

式

会

社

功
友

会
、

六
高

山
信
隆

寺

、
ど

ん
ぐ
り
の
会
、
社
団
法
人
千
葉
県
宅

地
建
物

取
引

業

協
会
松

戸
支

部
、
松

残
し
た
い
。
日

本
の
音
風

景
百

選

。
に

「
柴
又
帝
釈
天
界
隈
と
矢
切
の
渡
し

地

域

の
シ

ン
ボ
ル

と
し
て

大
切

に

し

、
将
来

に
残

し
て

い
き
た

い
と

願

っ
て

い
る
音

の
聞

こ
え

ふ
環

境

（
音

風
景
）
〔
環
境
庁
主
催
の
（
日
本
の

音
風

景
百

選
）
〕
に
「
柴
又

帝
釈
天

と

矢

切

の
渡
し
」

が
選

ば

れ
ま

し
た

。

市

で

は
、
良

好

な
音
環

境
を
保

全

す

る
た

め
、
今

後

も
地
域

に
根

ざ
し

た

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

き

ま

す

。

圃

環
境

保
全
課

大
気

騒
音

係

認

定

理

由
　

江
戸
川
に
出

る
と

、
川
面
を
渡
る
手
こ
ぎ

の
舟
の
音
や
ヒ

バ
リ

ーユ

リ

カ
モ
メ
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
柴
又
帝
釈
天
界

隈
は
、
昔
な
が
ら
の
商
店
や

参
拝

客
の
に
ぎ
わ
い
が
あ
り

ま
す
。

戸

東

ロ
ー

タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
常

盤
平

飲

食
業

組
合

、
松

戸
地
区

同
盟

友
愛

会

、

北
九
州

建
設

株
式
会

社
、

中
央

若

杉
会

と
き

わ
平

支
部

、
松
戸
市

医

師

会
常

盤
平

地
区

桜

ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ

同

好
会

、

ダ
ン
ス

サ

ー
ク
ル

さ
わ
の

会

、
口

本
信
託

銀
行

松
戸

支
店

有
志

一
同

、

日

立
粉

末

冶

金

株
式

会

社

、

小

板
橋

病
院

、
野

菊
野
会

ダ
ン
ス
サ

ー
ク

ル
、
株

式
会

社
山

野
辺
建

設
社

員

一
同
・
山

野
辺

建
設

協
力
会
一
同
．

松

戸
市

傷
痍

軍
人

会
、
日

本
生
命

労

働

組
合

松
戸

支
部

、
奥
田

道
之

、
つ

く

し

の
会
、
日

本

電
信
電

話
株

式
会

社
松
戸
営
業
所
、
小
金
原
中
央
商
店

会

、
千

葉
県

立
松

戸
高
等

学
校

生
徒

会

・
交

流
委
員

会

、
川

辺
株

式
会
社

、

松

戸
市

民

カ
ラ
オ

ケ
歌
謡

協
会

、
辛

孝

連

、
中
島

治
康

・
中
島

芙
美
子

、

手こぎの渡し船に感激しました。ぜ

ひこの渡し船を残して、この辺一帯の

風景や、自然も守ってもらいたいとい

う思いで推薦しました。

推薦した三戸信人さん（五香六実）

平

野
房
江

、

愛
媛
県

青

果
農
業

協
同

組
合
連

合
会

・
千

葉
県

中
央
青

果
株

式

会
社

、
松

戸
南

ラ
イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ
、

関
口

雄
三

郎

・
関

口
美

智

子

、

秋
田
県

の
観

光
と

物
産

展
実
施

協

議

会

、
五

輪
会

、
松

戸
駐

屯
地

曹
友

会
、

石

川
公

信

、
有
限

会
社

テ

ラ
（

ラ
製

菓
、
株

式
会

社
千

葉
三

越
、
丸

山

冨

司

雄

、
森
本

昭
男

、
松

戸
歯

科
技
工

士
会
、
有
限
会
社
千
成
亭
、
東
幸
子
、

飯
沼

い
さ
子

、
藤

代
弁

蔵
、

徳
田

昭

子

、
株

式
会

社
レ

ッ
ク

、
増
田

禧
子

教

育
関

係
へ

グ
リ
ー
ン

ク
ロ

ス
ジ

ャ

パ
ン
、
松

戸

ユ

ー
カ
リ

ラ
イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ
、

宮
問
信

子
、
寺
畑
公

雄

、
和

田
桂
子

、

西

川
弘

子

、
株
式

会
社

住
友

銀
行
松

のどかな風景をいつまでも残したいですね

戸
支
店
、
高
野
晴
次
、
石
原
敏
雄
、

伊
東
義
祐
、
松
戸
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

そ
の
他

中
舘

金
一
郎

、
鎌

田
綾
子

、
重

只

電
力

株

式
会
社

松
戸

営
業
所

、
大

同

電

機
工

業

株

式
会
社

、
松

戸
南

ラ
イ

オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
、
社
団

法

人
日

本
損

害

保
険
協

会

、
松
戸

市
殿
平

賀

原
ノ

山

土
地
区
画

整

理
組

合
、

六
実

東
町

会

・
六

実
東
町

会
水

道
施
設

利
川

組

合

、
松
戸
公

産
株

式
会
社

、
松
戸

建

築

事
務
所

協

会
、
松

戸
市

安
全

都
巾

協

議
会

、
松
戸

交
通

安
全
母

の
会
、

川

口
　

明

、
高

橋

一
男

〔
敬
称

略

・
順

不
同

〕

羆

総
務

部
総

務
課

千

葉
県

特

定

優

良

賃

貸

住
宅

の

入

居

者

募

集

募

集
団

地

グ
レ

ー
ス

ー
レ

ジ

デ
ン

ス
　

所

在
地
河

原
塚

字
南

ノ
花

一

一

一
番

ほ

か

（
北
総
開

発
鉄

道
公
団

線

東

松
戸

駅
よ

り
徒
歩

十

六
分
）
　

構

造

鉄
筋

コ

ン
ク
リ

ー
ト

造
り
三

階
建

て

七
棟

（
百

十
四

戸
）
　

家
賃

十

一

万
六
千
円
～
十
一
。
万
円
　
当
初
入
居

者

負

担
額

六
万

八
千

八
百

円
～

十
万

八

白
円
（
別

途

共

益

費

が
必
要

）

入

居

予

定
時
期
1
2月

敷

金
家
賃

月

額
の
三
ヵ
月
分
　
入
居
資
格
県
内
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人

・
同
居
親
族
の

あ
る
人
・
一
定
の
収
入
基
準
以
内
の

世
帯
申
込
書
配
付
７
月
1
0
日
(
水
)
か

ら
市
住
宅
課
で

※
収
入
に
よ
っ
て
家
賃

が
変
わ
り
ま

す
。
家
賃
と
当
初
入
居
者
負
担
金

の
差
額
は
、
国
・
県
が
負
担
し
ま

す
。

圉
７
月
1
5
日
(
月
)
～
2
1
日
(
日
)
の
間
に
、

直
接
千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
〔
千
葉

市
〕（
容
0
4
3
・
2
2
7
・
5
1
6
4

番
）
へ

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
三
十
二
　
現
代
人
は
歯
が
命

そ

の
五
日
、
人
間

が
火
を
使

っ
て

食

べ
物

を
料
理
す

る
こ
と

を
知

っ

て
以
来

、
食
材
を

い
か
に
軟

ら
か

く
す

る
か
、
と

い
う

こ
と

に
調
理

の
技
術

が
注

が
れ
て
き
ま
し

た
。

そ
の

か
い
が
あ

っ
て
、
現
代

人
の

食
事

に
と
っ
て

か
み

砕
く
力

の
必

要

性

は
、
あ
ま
り
人

き
な
問

題
で

は
な
ぐ

な
っ
て
き

て

い
る

よ
う
で

す
。し

か
し
、
栄
養

の

バ
ラ
ン
ス
と

い
う

面

か
ら
考
え

る
と
、
軟
ら

か

ぐ
加
工

で
き

る
も
の

ば
か
り
で
は
、

完
璧
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ま
た

、
最
近
で

は
運
動

す
る
こ

と

が
健

康
維
持

の
た
め
に

、
大
変

重
要

な
要

素
で

あ
る
こ
と

も
常
識

に
な

っ
て

い
ま
す

。

身
体

の
各

部
を

バ

ラ
ン

ス
よ
く

動
か
す

こ
と
で
健

康

が
保

た
れ

る

わ
け
で

す
。

つ
ま

り
、
栄

養
と
運

動
は

、
身
体

を
健

康
に
保

つ
た
め

の
両
輪
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ

歯

も
顎
も

身
体
に
と

っ
て
大
切

な
部
品

で
す

か
ら
、
栄
養

と
運
動

が
必
要

で
す

。

近
年

の
研
究
で

は
、

歯
の
問
題

は
食
生
活
全
般
の
問
題
と
し
て
、

と
ら
え

ら
れ
て

い
ま
す

。

歯

が

悪

ぐ

な
る
と

い
う

こ
と

は
、
単

に

歯

の
問

題

ば
か
り

で
な
ぐ

身
体

全

休

の
問

題
だ
と

い
う

の
で

す
。
身

体

の
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス

が
悪

け

れ

ば
、

そ
れ
は

歯
茎
に
影

響
を
与
え

歯
周
病
を
誘
発
し
、
そ
こ
か
ら
歯

が
壊

れ
て

い
く
こ

と
に

な
る
と

い

う
こ

と
で
す

。

歯
に
栄
養
を
与
え
丈
夫
な
歯
を

作

る
こ

と
は

、
ま
た
逆

に
身
体

に

十

分
な
栄
養

を
与

え

る
こ

と
に

な

り
、

十
分
な

栄
養

が
与
え

ら

れ
れ

ば
、
歯
や
顎
を
丈
夫
に
な
る
わ
け

で
す

。
そ

れ
が
ま
た
何

で
も

食
べ

ら

れ
る
歯
に

つ
な

が
り

、
さ
ら

に

は
長

生
き
に

つ
な

が
っ
て

い
く

わ

け
で

す
。
こ

の
逆
を
考
え

れ

ば
、

い
か
に
歯
を
大

切
に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
か

が
よ
ぐ
分

か

る
事

で

し

ょ
う

。

そ

う
で
す
「
現

代
人

は
歯

が
命

」

な

の
で
す

。（
松
戸
歯
科
医
師
会
)

優勝者の藤田彌吉さん

入賞者が決

定

広報 １９９６年(平成８年)7月5日



会
場
は
い
つ

も
子
ど
も
た
ち
で
い
つ
ぱ
い
で

す

みんなで参加しよう

夏休みはこれに決めた！

お はな し キ ャ ラ バン

期日  会場  時間  プログラム

対象３～９歳　費用無料　でんわおはなしキャラバン昔77ｰ0000番

固 市立図書館S65-5115 番

來図書館利用カードをお持ちください。　　　　　　　　‘゛

毎
日
出
し
て

い
る
ご
み

が
、
ど

の
よ
う
に
処
理

さ
れ
て

い
る
の

か

を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め

、
清
掃

施
設
と
再
生
処

理
工
場
の
見

学
会

を
行

い
ま
す
。

７
月
2
3
日
(
火
)
、
８
月
６
日
(
火
)
の
各

午
前
９
時
～
午
後
３
時
3
0分
　
コ
ー

ス
市
役
所
～
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
～
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
～

和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
～
再

生
ガ
ラ
ス
エ
場
（
柏
市
)
～
市
役
所

対
象
市
内
背
任
の
親
子
（
小
学
三
年

生
以
上
、
乳
幼
児

の
参
加
は
不
可
）

定
員
先
着
各
二
十
人
善
用
無
料

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

両
覆
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
希
望
日
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
の
五
松
戸
市
役
所
清

掃
管
理
課
ご
み
を
減
ら
す
係
へ

８
月
２
日
(
金
)
午
前
８
時
3
0
分
市
役

所
正
面
玄
関
集
合
（
小
雨
決
行
）

内
容
葛
西
臨
海
公
園
ま
で
の
水
上

バ

ス
遊
覧
、
江
戸
川
で
の
稚
魚
の
放
流

対
象
小
学
生
以
上
の
子
と
親

定
員

先
着
四
十
人
　
持
ち
物
昼
食
・
ピ
ー

チ
サ
ン
ダ
ル

ー
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

費
用
一
人
千
五
百
円

圃
７
月
５
日
(
金
)
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
江
戸
川
を
守
る
会
松
戸
支
部
事

務
局

（
川
を
き
れ
い
に
す
る
課
内
）

へ

ぼ
く
に
も
で
き
る
よ
（
昨
年
の
体
験

教
室
か
ら
）

親
子
せ
せ
ら
ぎ
教
室 元気に大きく育ってね

｜　行事名　日　　　　時　　　　｜　対　象　　｜　　　内　　　　　　容　　　　　　｜　定　　員　　｜　会　　場　　　｜　申込方法　　｜

博

物

館

の

催

し

物

①

７
月
2
7
日

出
午

後
２

時
～
４

時

会
場
矢
切
公
民
館
　
内
容
「
お
ー

い
！

竜
馬

～

母

の

優

し

さ
を

胸

に

’

「
ビ
ー
チ
姫
救
出
大
作
戦
」
　
定
員

先

着
百

七
卜
人
　

費
用

無
料

②

８
月
9
4一
日
田

午

後
２

時
～

４
時

会
場
常
磐
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

「
象

の

い
な

い
動

物

園
」
「
ピ

ー

タ
ー

パ
ン

の
冒
険
」
　

定
員
先

着
百

八
十

人
　
費
用
無
料

圃

電
話

で
矢

切
公

民

館

昔
6
8
・
1
2

1
4

番

へ

親
子
ご
み
ツ
ア
ー

親
子
映
画
会

縄文 の森 に あ る竪 穴 住 居

7/10(水)

11(

木)12(

金) 17(

水)18(

木) 24(

水) 25(

木) 26(

金)３０(
火)
-
８／１(木

) ２(

金)

図書館本館

矢切総合福祉会館

東部スポーツパーク

小金分館

和名ヶ谷スポーツセンター

図書館本館

小金原市民センター

新松戸市民センター

高塚団地

常盤平市民センター

ニ十世紀が丘市民センター

午後３時30分～４時

午後３時～４時

午後３時～３時40 分

午後３時～４時

午後３時30分～４時

午前11時～午後３時

絵本ほか

アニメ・人形劇

絵本ほか

アニメ 一人形劇

絵本ほか

一日おはなし

キャラバン

体験教室

｢布を織る｣

博物館

館内公開

竪穴教室

｢縄文時代の

らし｣

映像でみる

昭和の記録

編布体験

7/30(火)・31(水)・8/1(木)

8/20(火)・21(水)・22(木)

各日午前10 時～正午と

午後２時～４時の２回

8/4(日)

午前10 時～正午と

午後２時～４時の２回

8/8(木)

午前10時～11時と

午後２時～３時の２回

8/6(火)･9(金)･15困

各日午後２時～2 時45分

通年( 休館日を除く)

午前10時～11 時30 分

午後２時～４時

小学校

４～５年生

小学校

３～６年生

小学生

一　般

小学生以上

もめん糸をたで糸に、細くさいたもめ

ん布をよこ糸にして、はた織りを体験

します。

※参加者は40cm 四方 のもめん布持参。

学芸員の仕事を実際に体験しながら、

収蔵庫・作業室・学芸員室など 、日ご

ろ見学できない施設を見学し ます。

竪穴住居のなかで、火おこし や煮たき

などの体験をしながら、縄文時代のひ

とびとのくらしをまなびます。

8/6 歴史の証言「夏服の少女たち」

９歴史の証言「黒い雨」

15 歴史の証言「散華の世代からの

問い」

縄文時代の布「編布（あんぎん）」つく

りが体験できます。

各日午前・午後

各３人ずつ

午前・午後各10

人ずつ

午前・午後各20

人ずつ

各日先着80人

各回先着10人

プレイルーム

収蔵庫ほか

野外展示

竪穴住居

講　堂

プレイルーム

Ａ参照(先着)

Ａ参照(抽選)

(7/30 締切)

Ａ参照(抽選)

(7/30 締切)

当日会場で受け

付け

当日会場で受け

付け

休館日…毎週月曜日（当日が祝日の場合は開館し、翌日が休館）・毎月第四金曜日（館内整理日）

開館時間･･･午前９時30 分～午後５時（入館は午後４時30 分まで）

常設展観覧料…一般300 円(240円）／高校 一大学生150 円（100 円）／小・中学生100 円（60円）（　）内は20人以上の団体料金

※「地中からのメッセージー千葉県教育委員会巡回展」（７／２０～９／１開催）は観覧無料です。

※毎月第２・４土曜日は小・中学生の観覧料は無料です。

総合展示解説ツアー…毎週土・日曜日と祝日の午後２時から30 分間、解説員による解説ツアーを開催しています（参加者は観覧料が必要です）。

Ａ…申し込みは、往復ハガキに住所・氏名・電話番号・希望行事・希望日時を記入して、〒2ﾜO 松戸市千駄堀671 市立博物館教育普及係（1184-8272 番）へ

広報 １９９６年(平成８年)7月５日



夏のイベント特集

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

イ
ン
那
須

８
月
1
7
日
(
土
)
～
1
9
日
(
月
)
〔
二
泊
三

日
〕
　
会
場
栃
木
県
青
少
年
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
（
那
須
）
　
対
象
市
内

の
中
学
生
　
定
員
先
着
七
十
人

費

用
一
万
一
千
円

匣
８
月
２
日
(
金
)
ま
で
に
、
費
用
を
持

っ
て
、
松
戸
市
青
少
年
相
談
員
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
こ
ど
も
課
内
）
へ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

夏
休
み
特
別
投
影

「
星

と
遊

ぼ
う
Ｉ
・
」

７
月
2
0
日
(
祝
)
～
８
月
3
1
(
土
)
費

用
中
学
生
以
下
三
千
円
、
高
校
生
以

上
五
十

。
円

※
団
体

（
二
十
人
以
上
）
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

圈

市
民
会
館

登
6
8・
1
2
3
7

番

天

文

教

室

「
宇
宙
開
発
の
ふ
し
ぎ
」

７
月
3
0口
火
午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館
対
象
市
内
の
小
学

四
年
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
　
内
容
宇
宙
開
発
事
業
団
の
講

師
に
よ
る
、
日
本
の
宇
宙
開
発
の
歴

史
に
つ
い
て
　
定
員
先
着
八
十
人

費
用
無
料

圃
７
月
2
3日
火
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
（

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名

・
年

齢
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
一
三
八
九

の
一
市
民
会
館
（
0
6
8・
1
2
3
7

番
）
へ

人
形
製
作
講
座

８
月
７
日
水
～
９
日
金
、
午
前
９

時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

〔
全
三

回
〕

会
場
松

戸

巾
お

は
な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン

事

業
所

内
容

人
形

劇

用
指

遣

い
人

形

の
製

作

対

象
小

学
四
年

生
以

上

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

五

百

円

（
人
形

一
体

分
の
材

料
費

）

圃
７
月
2
7
日
(
土
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢

・
電

話
番
号

・
職

業

（
お
は
な

し

会

の

グ
ル
ー

プ
に
所

属
し

て

い
る
人

は

そ

の
団

休
名

）
を
記

入
し

て
、

〒

2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
南
二
の
二
㈱
松
戸

市

お
は

な
し

キ
ャ

ラ
バ
ン

（
豐
4
4
。

3
0
3
7

番
）

へ

プラネタリウム投影時間

青

少
年

教

室

完成が楽しみです(昨年の青少年教室から)

小
学
三
年
生
以
上
を
対
象
に
左
表

の
教
室
を
行
い
ま
す
。

圃
７
月
1
3
日
(
土
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢

・
電
話
番
号
・
学
校
名

・
学
年
・

希
望
教
室
名
を
記
入
し
て
、
干
2
7
0
松

戸
市
新
松
戸
南
二
の
二
青
少
年
会
館

（
公
4
4・
8
5
5
6

番
）
へ

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
、
窓

囗
で
の
申
し
込
み
も
可
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
な
け
ま
す
。

｜　教 室 名　　｜　期　　 日　　　 時 間　　｜ 会場 ｜ 定員　｜　　　講　　　 師　　　！教材費　｜

こ
ど
も
料
理
教
室

「
手
作
り
う
ど
ん
を
作
ろ
う
」

①
７
月
2
6
日
(
金
)
②
８
月
２
日
、
(
金
)

午
前
1
0
時
～
午
後
２
時
会
場
①
甲

央
保
健
セ
ン
タ
ー
②
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
　
対
象
小
学
三
年
生
以
上
（
保

護
者
の
参
加
歓
迎
）
　
定
員
①
三
十

人
②
千
人

（
い
ず
れ
も
先
着
）
　
費

用
無
料

圃

電
話

で
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー

容

6
6・
7
4
8
9

番
へ

歴
史

教
室

７
月
2
1
日
(
日
)
・
2
2
日
(
月
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時
会
場
新
松
戸
郷
土

資
料
館
（
新
松
戸
支
所
三
階
）
　
内

容
昔
の
暮
ら
し
と
遊
び
、
晴
れ
の
日

の
食
べ
物

対
象
市
内

の
小
学
四
年

～
六
年
生
　
定
員
先
着
二
十
五
人

費
用
無
料

匣
７
月
1
0
日
水
ま
で
に
、
電
話
で
(
財
)

新
松
戸
郷
土
資
料
館

音
4
4・
1
9
0

9
番

〔
月
曜
・
火
曜
日
を
除
ぐ
〕
へ

県

立

現

代

産

業

科

学

館

（
８
月
の
催
し
物
）

｜　　日　 時　　｜　　　 内　　　　 容　　　　　｜　定 員｜　費用　｜
圉
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
立
現
代
産
業
科
学
館
（
本
八
幡
駅
下

車
徒
歩
十

五
分
）

昔
7
9
’
2
0
0
5
番

‘
隰
」
7
9・
2
2
2
1

番
へ

ミニバスケット

ボール

太陽の下で走れ

ソーラーカー！

親子で楽器を作

ろう！

親子でボ.トルシ

ップ

親子で作る夏の

和菓子

太陽の下で走れ

ソーラーカー！

親子で陶芸

7/23(火)～27(土

)〔全５回〕

7/27(土)・28(日)

7/27 c・8/3(土)

8/4 (日)

7/30 (火)～8/3(土

)〔全５回〕

8/4(日)

午前９時～

11時

午前10時～

正午

午前９時30分

～午後O時30分

午前10時～

正午

午前9時30 分

～11時30分

青
　
少
　
年
　
会
　
館

女
性
セ

ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー

30人

20人

15組

20組

-

18組

20人

20組

バスケットボール協会

武井芳子氏

少年少女発明クラブ

柴田善親氏

手作り楽器研究会

鈴木のぱる氏

東日本ボトルシップ愛好会

会長　新明国由氏

料理研究家

高橋貴美代氏

少年少女発明クラブ

柴田差親氏

陶芸研究家　小堀二三男氏

2,000円

500円

2,000円

2,000円

1,000円

8/8(木)～10(土)

９(金)は宿泊

!O(土)

午前10時50 分～

正午

24(土)

午前10時30 分～

正午

28(水)

午前９時～

午後４時30 分

7(水)～11(日)

14(水)～18(日)

21(水)～25(日)

サイエンスミュージアムキャンプ

～ペットボトルロケットを作って飛ば

したり、自然とのふれあい～

9～10 日は君津亀山少年自然の家

（小学５年～中学３年生）

産業たんけん隊（小学生）

身近なサイエンス教室「ブーメランを

作ろう」（幼児～小学４年生）

工場見学会（新東京国際空港・米屋第

２工場）

夏の科学体験フェスティバル

～楽しく科学とふれあう３種類のイベ

ントを行います～

40 人

先着20 人

20 人

40人

実費

☆要予約

無料

保険代

120 円

☆要予約

保険代

120 円

☆要予約

無料

広報 １９９６年(平成８年)7月５日

ヰ
第１回 第２回 第３回

10:00 13:30 15:30

水・木 -
○

○

土 ・日 ○ ○ Ｏ



さ
れ
た
期
日
以
降
実
施
し
ま
す
。

岡
自
衛
隊
松
戸
募
集
案
内
所
公
8
9
・

6
5
4
0
番
、
市
役
所
総
務
部
総
務

課

情報

※タイトルが色刷りのものは、市の主傭です。

講
座
・
講
演

ハ

ー

モ

ニ

カ

無

料

講

習

会

７
月
1
3
・
2
7
日
、
８
月
３
・
1
0
・

1
7
・
2
4
日
の
土
曜
日
（
全
六
回
）
、

午

後
２

時
～
４

時

会
場

稔
台
市

民

セ

ン

タ
ー
ほ

か
　

対

象
初

心
者

費

用
（

Ｉ

モ
ニ

カ
六
千

五
百
円

、

教
本

千
五

百

円

踐
松
戸
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ミ
ー
ゴ
・
佐

藤

昔
8
5・
3
2
5
5

番
（
夜
間

の
み

）

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操
作

講

習

会
７
月
1
3
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
 
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人
（
三

卜
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先

着
二
十
人

持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　
費
用
無
料

軍
電
話
で
青
少
年

会
館

昔
4
4・
8
5

5
6
番
へ

カ

バ

デ

ィ

初

級

者

入

門

講

座

７
月
1
4
日
(
日
)
午
後
0
時
3
0
分
～
３

時

会
場
青

少
年

会
館
 

定

員
先

着

三

十
人

持

ち
物

上
履

き

・
運
動

の

し

や
す

い
服

装
　

費

用
千
円

圃

電

話
ま
た

は
フ

ァ
ク
ス

で
、松

戸
レ

ク
リ

エ

ー
シ
ョ

ン
協

会

・
伊

藤

昔
・

囲一
と

も
に
4
2・
7
4
1
9

番

へ

生

き

方

ウ

ォ

ッ
チ

ン

グ

７
月
1
2
日
(
金
)
・
1
9
日
(
金
)
午
後
７
時

～
８
時
3
0分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
つ

ど
　

定
員
先
着
二

十
人

内
容
市
内
在
住
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
活
動

す
る
人
々

が
自

ら
を
語

り
ま
す
　
講
師
弁
護
士
・
山
田
由
起

子
氏
ほ
か
　
費
用
無
料

圃

電
話
で
青
少
年
会
館

登
4
4・
8
5

5
6
番
へ

県

立

千

葉

高

等

技

術

専

門

校

技

能

講

座

（
ワ

ー

プ

ロ

・

洋

裁

）

８
月
１
日
(
木
)
・
２
日
(
金
)
、
各
午
前

９

時
～

午
後
４

時

内
容

ワ

ー
プ

ロ

（
①

キ

ャ
ノ

ン

②

一
太

郎

）
、
洋

裁

（

ジ
ャ

ケ
ッ

ト

製
作

）
　

対
象

卜

八

歳

以

上

の
女

性

（
高

校

生

は
除

く

）

費
用
ワ
ー
プ
ロ
＝
無
料
、
洋
裁
＝
材

料
費
三
千
円
　
定
員
各
十
人
（
抽
選
）

匝

７

月
1
9
日

金

〔
必

着
〕

ま
で

に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日

・
電

話
番

号

・
職

業

・
コ

ー
ス

名
（
ワ

ー

プ
ロ

は

①

・
②
区

分

）
を

記
入
し
て
、
〒
2
6
0
千
葉
市
甲
央
区
都

町
二
の
一
の
一
二
県
社
千
莱
高
等
技

術
専
門
校
（
0
4
3
・
2
3
2
・
7
6
3
3

番

）
へ

お

は

な

し

技

術

入

門

講

座

７
月
2
7
日
(
土
)
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時
3
0
分

会

場
お

は
な
し

キ

ャ
ラ

バ

ン

事
業

所
　

内
容

素
話

・
紙
芝

居

・

絵

本

・
絵
巻

物

の
実

践

と
方
法

論

持

ち
物
上

履

き

定

員
五

十
人

（
抽

選
）
　
費
用
無
料

圃
７
月
1
3
日
(
土
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電

話
番

号

・
職
業

（
お

は
な

し
会

の

グ
ル

ー

プ
に
所

属

し
て

い

る
人
は

そ

の
団
体

名

）
を
記
入

し

て
、

〒
Ｊ
松

戸
市
新
松
戸
南
二
の
二
(
財
)
松
戸
市
お

は
な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン

（

登
4
4・
3
0

3
7

番

）

へ

子

育
て

講

座

「
子

育

て

を

楽

し

む

た
め

に

」

～

二

、

三

歳

児

を

持

つ

お
母

さ

ん
へ

～

７
月
1
7
日
水
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0分

会

場
小

金
原
体
育
館

内

容
な
ぜ
二

三
歳
児
に
集
団
保
育
が

必
要
か
、
子
育
て
の
悩
み
に
答
え

る

費
用
無
料

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
、
保
険
料
百

円
）

頁
不
金
原
保
育
の
会
幼
児
教
室
・
川

鍋

登
4
5・
0
0
1
2

番

はつらつ運動講習会(全３回)

日時  会場  内容 費用

赤

十

字

救

急

講

習

会

８
月
2
0
日
(
火
)
～
2
3
日
金
（
最
終
日

は

検

定
日

）
、
午

前

８

時
3
0
分

～
午

後
４

時
3
0
分
 

会
場

成
田
赤

十
字

病

院

定
員
先

着
三

十
人
 

費
用

教
材

費
二

千
円

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

口

・
電
話
番

ひ

・
勤

務
先

等

（
学

校

名

・
会

社

名

ご
　
「
８

月
2
0
日

か

ら

の
講

習
希

望
」

と
記
入

し
て

、
一
7
2
8
6

成
田
市
飯
田
町
九
〇
の
一
成
田
赤
十

字

病
院
医

療
社

会
事

業
部

（
昔
０
４

７
６

・
2
2・
2
3
1
1

番

）
へ

東

松

戸

病

院
健

康

塾

７
月
2
4
口
(
水
)
午
後
２
時
～
３
時

龠
珊

東
松
戸
病
院
大
会
議
室
　
内
容

講
演
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂

肪
の
話
」
　
講
師
内
科
医
師
・
山
口

卓
秀
氏
定
員
先
着
五
卜
人
 
費
用

無
料
用
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉
医

療
室
容
9
1・
5
5
0
0

番
へ

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
講
演
会

「
匠

の

ま

つ

り
」

７
月
1
3
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会
場
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
講
堂
（
佐
倉
市
）
内
容
企
画
展
示

失
わ
れ
た
番
匠
の
道
具
と
儀
式
」

に
関
連
し
た
講
演
　
講
師
同
博
物
館

教
授

・
濱
島
正
十
氏

定
員
先
着
二

百
六
十
人
　
費
用
無
料

崋
画
日
会
場
で

暦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
展
示
課
教

育
普
及
係
 
0
4
3
・
4
8
6
・
0
1
2
3
番

定員先着30人

圃電話で松戸保健所保健指導課c61-2121 番へ

夏

休

み

陶

芸

一

日

教

室

７
月
2
2
日
(
月
)
①
午
前
９
時
3
0
分
か

ら
②

午
後

Ｏ
時
1
5
分

か
ら

③
午
後

３

時

か
ら
各
二

時

間

会
場
陶
松

（
市

立
病
院
裏
）
　
費
用
五
百
円
（
陶
土
、

焼
代
は
別
）
定
員
各
回
先
着
十
二
人

圉

電
話
で

縄
文

土
器

を
作

る
会

・
小

堀

昔
6
8・
7
7
2
6

番

へ

青

年

講

座

「

旅
の

楽

し

み

～

夏

休
み

電

車
で

全

国

安

い
旅
」

７
月
1
3
日
出
・
1
4
日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
～
正
午
（
全
二
回
）
　
会
場
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
対
象
十
六

歳
以
上
の
人
（
三
十
歳
未
満
の
人
優

先

）
　
内
容
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
旅
の
情
報
・
乗
り
物
に
つ
い
て
得

す

る
旅
行

術
　

定
員
先

着
一
、卜
人

呰
兩

教
材
費
千
円

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
昔
4
4・
8
5

5
6
番
へ

募
集
し
ま
す

あ

な

た

の

声

を

道

づ

く

り

に

生

か

し

ま

す

「
2
1世
紀

の
み

ち
を

考
え

る
委

員

会

」
で

は

、
こ

れ
か
ら

の
道

づ
く

り

に

つ
い
て

、
広
く

皆

さ
ん
か

ら

の
ご

意
見

・
提
案

を
募

集
し
て

い
ま
す

。

圃
７
月
3
1
日
(
水
)
ま
で
に
、
道
に
対
す

る

ご
意

見

・
提
案

を
郵

送
ま

た
は

フ

ァ
ク
ス
で
、
〒
1
0
5
東
京
都
港
区
虎
ノ

門
二
の
八
の
一
〇
第
一
五
森
ビ
ル
内

2
1
世
紀
の
道
を
考
え
る
委
員
会
（
F
A
X

Ｏ

１
２

０

・
6
2
・
6
6
6
1

番

〔
フ

リ

ー
ー
ダ
イ

ヤ
ル
〕
）
　へ
。

※
雷
子

メ
ー
ル

で
も
受

け
付

け
中

。

※
渋

滞
、
高

速

道
路

、
身

の
回
り

の

狭

い
道

路
等

に
つ

い
て
紹

介
し

た

「
キ

ッ

ク

オ

フ
レ

ポ

ー
ト

」

を

希

望
者

に

差

し
上

げ
て

い
ま

す
（
希

望
者

は
問

い
合
わ
せ
先

へ
）
。

肩

建
設

省
千

葉
国

道
工

事
事

務
所

調

査
一
課
 
0
4
3
・
2
8
7
・
0
3
1
4
番
、

千

葉
県

土
木

部

道
路

計
画

課

計
両
班

0
4
3
・
2
2
3
・
3
2
9
5
番

青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

実

行

委

員

募

集

８
月
７
日
(
水
)
〔
以
後
、
毎
月
第
一

水

曜

日

〕

午

後

７

時

～

９

時
　

会

場

青

少

年

会

館

対

象

市
内

在

住

・
在

勤
の
卜
六
大
二
十
歳
の
人
　
内
容
1
1

月

に
行

わ

れ

る

青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

の
企

画

・
運

営

崋

電

話

で

青

少

年

会

館

登
4
4
・
8
5

5
6

番

へ

千

葉

県

警

察
官

募

集

対
象
大
学

卒
お
よ
び
卒
業
見
込
み

の
男
子
、
高
校
既
卒
お
よ
び
卒
業
見

込
み
の
男
子
と
女
子

受
付
期
間
７

月
1
5
日
(
月
)
～
８
月
2
6
日
(
月
)
試
験
日

（
第
一
次

）
９
月
７
日
出
　
採
用
平

成
９
年
４
月
上
旬

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

髓
松
戸
警
察
署

昔
6
9・
0
1
1
0
番
、

松
戸
東
警
察
署

容
4
9・
0
1
1
0
番

県

女

性

セ

ン

タ

ー

オ

ー
プ

ン

記

念

「
フ

ォ

ト
コ

ン

テ

ス

ト

と

持

ち

込

み

企

画
」

を

募

集

1
1
月
、
柏
市
に
女
性
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
、
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
の
三
つ
の
機
能
を
持
っ

た
複
合
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
て
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ン
ス
ト
と

持
ち
込
み
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ン
ス
ト

テ
ー
マ
①
魅
力
・
気
力
・
活
力
に

あ
ふ
れ
た
輝
い
て
い
る
女
性
の
姿
②

女
性
が
写
し
た
「
ち
ば
の
姿
」
　
規

格
目
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー
の
四
ッ
切
判

応
蔓
貫
格
県
内
在
住

二
仕
勤
・
在
学

者
 
応
募
期
限
８
月
2
3
日
(
金
)
〔
必
着
〕

●
持
ち
込
み
企
画

応
募
資
格
営
利
を
目
的
と
せ
ず
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
企
画

・
実
施
で
き
る
県
内
の
グ

ル
ー
プ
な
ど
　
応
募
期
限
７
月
3
1
日

(
水
)
〔
必
着
〕

車
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
、
(
財
)
千
葉

県
青
少
年
協
会
（
0
4
3
・
2
2
7
・
1
7

7
0
番
）
へ

※
応
募
用
紙
は
東
葛
飾
支
庁
県
民
セ

ン
タ
ー
と
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
っ

ど
に
あ
り
ま
す
。

昼

間

都

民

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

資

格
４

月
１
日

現

在
、

二
十

歳
以

上
で
都
外

に
居

住
し

、
都

内

に
通
勤

ま

た

は
通
学

し
て

い
る
人

（
都

と
区

市

町

村

の
職

員

を

除

く
）
　
内

容

モ

ニ
タ

ー
ア
ン

ケ

ー
ト

の
回

答

（
一
画

程

度
）

な
ど
　

任

期
平
成

９
年

３
月

3
1
日
 
定
員
百
人

兩
７
月
2
2
日
(
月
)
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
「
都
政
に
望
む
こ
と
」

（
簡

潔
に

ご

住
所

・
氏
名

（
ふ
り

が

な
）
・
年

齢

・
性

別

・
職

業

・
電

話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
1
6
3
-
0
1
 
東
京

都
新
宿
区
西
新
宿
二
の
八
の
一
東
京

都
情
報
連

絡
室
都
民

広
聴
課
（
昔
0
3・

５
３

８
８

・
2
2
4
1

番

）
　へ

牛

乳

・

乳

製

品

利

用

料

理

コ

ン

ク

ー

ル

コ
ン
ク
ー
ル
日
９
月
1
9
日
(
木
)
　
会

場

県
立
衛

生

短
大
　

対

象
県
内

在

住

の
人

（
一
家

族
一

名
の
み

。
応

募
点

数
は
何

点
で

も
可

）

圃

８
月
2
0
口

火
ま

で
に
、

料
理

名

・

材
料
名
・
分

量

（
四
人
分

）
・
材
料
費

（
二
千
四
百
円
以
内
）
・
作
り
方
と
所

要

時
間

・
住

所

・
氏
名

‘
年

齢

・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0

千
葉
市
中
央
区
本
千
葉
町
二
一
の
一

本
千

葉
ビ
ル

千
葉

県
牛
乳

普
及

協

会

（
登
0
4
3
・
2
2
4
・
4
8
3
9
番
）
へ

※

書

類

審

査

に

よ

り

出

場

者

を

決

定

。
最

優
秀
賞

受
賞

者
は

全
国

大

会
〔
1
0
月
2
7
日
(
日
)
大
阪
市
〕
出
場
。

平成８年度 自衛官募集

募集種目  資格  受付期間

※
平
成
９
年
３
月
新
規
高
校
・
中
学

校
卒
業
予
定
者
の
受
け
付
け
・
試

験
日
に
つ
い
て
は
、
右
表
に
か
か

わ
ら
ず
文
部
・
労
働
両
省
か
ら
示

第1 回

9/13(金)

午後1 時30 分

～4 時30 分

第2 回

9/24(火)､27(金)

30( 月)､1O/4( 金)

の い ず れ か1 日

午前9 時

～ 午 後3 時

第3 回

iO/31(木)

午 後1 時30 分

～4 時20 分

東
葛
飾
合
同
庁
舎
　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
一
東
葛
飾
合
同
庁
舎

講義「健康づく

りと運動」実技

「楽しいヨーガ

を」

メディカルチェ

ック､ 体力測定、

運動、栄養等の

個別指導（希望

者が健康増進コ

ースを受講）

講義「健康増進

コースの結果か

ら」、実技「毎

日できる運動」

無料

3,090円

(今まで健

康増進コ

ースを受

けた人は

1,030円)

無料

２
等
陸
・
海

空
士 男子

女子

曹 候 補 士

一
般 曹 候 補

学 生

航 空 学 生

看 護 学 生

防 衛 大 学 校

学 生

防 衛 医 科 大

学 校 学 生

自 衛 隊 生 徒

18 歳 以 上

27 熾 未 満

18 歳 以 上

27 歳 未 満

18 歳 以 上

27 歳 未 満 男 女

18 歳 以 上

24 歳 未 満 男 女

高 卒 （見 込 ）

21 歳 未 満 男 女

高 卒 （見 込 ）

22 歳 末 満 女 子

高 卒 （見 込 ）

21 歳 未 満 男 女

中 卒 （見 込 ）

17歳未満男子

常 時

8/1(木)

～9/13(金)

8/1(木)

～9/9
〔 月 〕

_

9/17(火)

～10/15(火)

11/1(金)

～1/4(土)

広報 １９９６年(平成８年)7月５日

チャンネル

市役所の代表電話は         

66-1111番

代表FAXは            

66-3200番



催

し

物

文

化

財

史

跡

め

ぐ

り

７
月
1
7
日
水
・
1
9
日
金
・
2
4
日
水
・

2
5
日
(
木
)
の
各
午
前
９
時
3
0
分
、
市
役

所

地
下

玄

関
集

合

〔
雨

天
中

止
〕
コ

ー
ス
万

満
寺

～

本
十
寺

な

ど
を

バ
ス

で

巡
る

対
象

市
内

在

住
者

定

員

各
回
と
も
二
十
人
（
抽
選
）
　
費
用

無
料

（
昼

食
持

参
）

兩

７
月
1
0
日

水

［
必
着

］

ま

で

に

、

往
復
ハ
ガ
キ
（
ガ
キ
に
倖
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電

話
番

号

・
希

望
日

（
第
二

希

望
ま

で
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根

杢
二
五
六
松
戸
市
教
育
委
員
会
社
会

教

育
課
文

化

財
係
(
0
6
6
・
7
4
6

2
番

）

へ

※
ハ
ガ
キ
ー
枚
で
二
人
ま
で
。
二
人

の
住
所

・
氏

名
を

記
入

の
こ
と

ク

ロ

ー
ズ

ア

ッ

プ

マ
ジ

ッ

ク
発

表

会７
月
1
4
日
(
日
)
午
後
１
時
～
３
時
3
0

分

会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

つ

ど
 
費
用
三
百
円

筒
松
戸
奇
術
会

・
岩
田
昔
6
2・
2
7

1
5
番

セ

カ

ン

ズ

ふ

れ

あ

い
コ

ン

サ

ー

８
月
４
日
(
日
)
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分
 
会
場
市
民
劇
場
費
用
無
料

斯
天
田

容
8
5・
0
8
5
7

番

スズムシを配布します

交

通

事

故

無

料

相

談

室

(
社
)
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
自

動
車

保

険
請

求
相

談
セ

ン
タ

ー
を
設

殼

し
、
自

動

車
損

害
賠

償
責
任

保
険

や
任
意

自
動

車
保

険
の
請

求

に
つ

い

て

、

ご
相
談

に
応

じ
て

い
ま

す
。

相
談
日

月
～

金
曜

日

（
祝

祭
日

を

除
く

）
、

午

前
９

時
3
0
分

～
正

午

と

午

後
１

時
～

４
時
4
0
分

会

場
柏

自

動

車
保

険
請

求
相

談
セ

ン

タ
ー

（
柏

巾

柏

二

の
五

の

七
住
友

生
命

ビ
ル
四

階
）
　
費
用
無
料

※
電

話
で

の
相
談

も
受

け
付

け
て

い

ま

す
。

隷
柏
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

１
容
０
４
７
１
・
6
1
・
０
１
９
１
番

と

も
し

び

読

書

会

７
月
1
8
日
(
木
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ
ど

内
容
「
新
釈
雨
月
物
語
」
石
川
淳
著

巷
甬

八
百
円
（
初
回
は
無
料
）

頁
津
守

登
9
1・
0
9
3
5

番

女

声

合
唱

団

瑞

季

定

期

演

奏
会

７
月
1
8
日
(
木
)
午
後
６
時
3
0
分
～
８

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

内
容
「
四

季

の
抒
情
」
作
曲
朝
岡
真
木
子
、
三

枝
成
彰
の
世
界
、
ト
ロ
イ
カ
ほ
か

費
用
千
円

舞
中
川
昔
8
5・
5
4
8
8

番

日時７月２４日(水)午前

９時３０分～1 1 時30分

(雨天決行)

会場西口公園(松戸駅

西口から徒歩５分)

|費用無料

※１人当たりオス、メス各２匹を先着 順に配布。

虫かご持参（ビニール袋不可）

圜(財)まつど街と水辺の緑化基金f545-9846番

江

戸

川

坂

川

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

７
月
2
7
日
(
土
)
午
後
１
時
～
４
時
5
0

分

会
場

勤
労

会
館

内

容
講

演
会

「
江

戸

川

の

水

と
環

境

を

考
え

る
」
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
講
師

Ｎ
Ｈ

Ｋ
解

説

委
員

・
斉
藤

宏
保
氏

定
員
百
五
十
人
　
費
用
無
料

周
百

然
通

信

社

・
田

中

登
6
8・
2
7

7
7

番

借

地

借

家
の

無
料

相

談

７
月
1
0口
水
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

岡
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久
保
田

昔
4
1・
8
2
7
9

番

経
営

事

項

審
査

説
明

会

７
月
1
0日
水
午
後
１
時
3
0分
～
４

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1小
ホ
ー
ル

対
象
建
設
業
者
　
費
用
無
料

親
県
土
木
部
管
理
課
登
0
4
3
・
2
2
3
・
3

1
1
3
番

S
h
a
l
l
 
w
e
 
ダ
ン
ス
？

社

交

ダ

ン

ス

パ

ー
テ

ィ

ー

７
月
６
日
(
土
)
午
後
５
時
～
８
時
3
0

分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　葦

用
千

円

（
飲
み
物
付
き
、
当
日
券
あ
り
）

※
プ
ロ
に
よ
る
模
範
演
技
あ
り

麿
松

戸
社
交

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
大

井

容
6
2・
8
0
4
0

番

と

き

わ

平
少

年

少

女

合

唱

団

一

日

体

験

入
団

７
月
1
3
日
(
土
)
午
後
４
時
～
５
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

無
料
頁
加
藤
 
8
4
・
6
0
7
9
番

松

戸

シ

テ

ィ

フ

ィ

ル

フ

ァ

ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

７
月
７
日
(
日
)
午
後
２
時
～
４
時

会

場
森

の
ホ

ー
ル
2
1
　
内

容
モ

ー

ツ

ァ
ル
ト
「
フ
ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
た

め

の
協

奏
曲
」
　

独

奏

プ
ル

ー
ト

ー

大
友
太
郎
、
ハ
ー
プ
＝
早
川
り
さ
こ
、

指

揮

＝
林
紀
人
　

費
用
千
二

百

円
全

席
自
由
（
前
売
り
千
円
）

羇
菊

地

合
4
4
・
6
7
4
1

番

パークセンター催し物21世紀の森と広場

行 事 名　　 日 時　 ｜　 講　師　　|対象／定員|

建

設

省

松

戸

排

水

機

場

ポ

ン

プ

完

成

通

水

式

と

見

学

会

松

戸

排
水
機

場
に

完
成

し
た
百

㎡

ポ
ン

プ
を

一
般
公

開

し
ま

す
。

７
月
７
日
(
日
)
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

後

３
時

会
場

松

戸

排
水

機
場

王

水

新
田

江

戸
川

地
先

）

圓
建

設

省
江

戸
川
工

事

事
務
所

機
械

課

公
０

４
７
１

・
2
5
・
７

９Ｘｎ
乙
１
番

●

坂
川

ウ

ォ

ー
ク

参

加

者
も

募
集

７
月
７
日
(
日
)
午
前
９
時
3
0
分
ダ
イ

エ

ー
新

松
戸

店
前

集
合
　

コ

ー
ス

ダ

イ

エ
ー
新
松

戸
店
～

松

戸
排
水

機
場

圜

河
川

課

東

・
中

央

子

ど

も

劇

場

低

学
年

合

同

例

会

７
月
1
9
日
(
金
)
午
後
４
時
3
0
分
～
６

時
1
5分

会
場
市
民
会
館

内

容
東

京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演
「
目
を

さ
ま
せ
ト
ラ
ゴ
ロ
ウ
」
　
費
用
三
千

五
百
円
（
会
貝
外
）

黯
東
子
ど
も
劇
場
・
荒
井
 
8
4・
0

5
0
4
番

西
子

ど

も

劇

場

低

学

年

例
会

７
月
1
0
日
(
水
)
午
後
４
時
～
５
時
3
0

分
 
会
場
市
民
劇
場
内
容
人
形
劇

団
フ

ー
グ
「
オ
バ
ケ
ち

ゃ
ん
」
「
子

坊
主
ず
い
て
ん
」
　
費
用
三
千
五
百

円

（
会
員
外
）

鵞
西
子
ど
も
劇
場
事
務
局
登
6
1・
1

6
0
6
番

匣電話でパークセンターO45-8900 番へ　※は材料費200円。

ス

ポ

ー

ツ

市

民

水

泳

大

会

（
兼

県

民

大

会

選

手

選

考

会

）

７
月
2
8
日
(
日
)
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
プ
ー
ル
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
種
目
小
・

中
・
高
校
生
一
般
（
二
十
四
歳
以

下
）
　
・
年
齢
別
（
二
十
五
歳
以
上
五

歳
き
ざ
み
）
　
費
用
一
人
三
百
円

※
リ

レ

ー
を
除

き
一
人

二
種

ぼ
以
内

出

場
可

。
健
康

状
態

が
不

良
の
人

は

出
場
不
可

圃
７
月
1
3
日
(
土
)
・
1
4
日
(
日
)
の
午
後
５

時
～
６

時

の
間

に
費
用

を
持
参

卜
で

、

直
接

中
央
公

園

プ
ー
ル

ベ

寶
ス

ポ

ー
ツ
課
a
6
3
・
9
2
4
1

番

（
土

・
日

曜
口

を
除

ぐ
）

流

山

青

年

の

家

芸

術

倶

楽

部

（
演

劇

愛

好

者

の

会

）

７
月
2
6
日
(
金
)
～
2
8
日
(
日
)
〔
二
泊
三

日

〕
　

会

場
県
立

流

山
青
年

の
家

内

容
演

劇
に
関

す

る
講
義

・
実

技

・

グ
ル

ー
プ
練

習
お

よ

び
発

表
会
　

講

師

県
立

湖
北

高
等
学

校

・
森

山
弘

隆

氏

、

県

立

湖

北

高

等

学

校

演

劇

部

竝
球

中
学

生

審

具
先
着
四
十

人

二

校
五
人

ま
で

）
　

費
用
五

千
五

百
円

持

ち

物

携
行

品
・
筆

記

用

具
・

運
動

で

き

る
服

装
・
運

動

靴
（
上
履

き
）
・

洗
面
用
具
・
健
康
保
険
証
(
写
し
可
）
、

日
用
品

圃
７
月
!
6
日
(
火
)
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
用
紙
に
記
入
の
上
、
干
2
7
0
-
0
1
流

山
市

中

一
一
〇
流
山

青
年

の

家

ザ

ー

ワ

ー
ル
ド

ーユ

ー
ス

ーセ
ミ

ナ

ー
（
昔

０
４
７
１
・
5
9・
２
０
０
ｔ
番

）
　へ

※
J
R
南
流
山
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運

行

し
ま

す
。

難

病

相

談

（

在

宅

療

養

者

の

つ

ど

い

）

７
月
2
9
日
(
月
)
午
後
１
時
～
３
時
（
受

け
付

け
午

後
１

時
～
１

時
1
5
分
）

会
場
小

金

保
健

セ

ン

タ
ー
　

内

容
神

経

系
難

病
患
者

の
交

流
、

祈
り

紙
な

ど
手

先

を
使

っ
た
作

業
で
楽

し

く
遊

ぶ
　
費
用
無
料

圉
７
月
2
6
日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
保
健
所
予
防
課
公
6
1
・
2
1
2
1

番

へ

平

成

９

年

度

か

ら

健
康

診

査

は

登

録

制

に

な
り

ま

す

平

成
９
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
各

種
検
診
は
、
申
し
込
み
制
に
な
り
ま

す
。申
し
込
み
を
す
る
と
、
そ
の
検
診

に
つ
い
て
は
受
診
希
望
者
と
し
て
登

録
さ
れ
、
以
後
申
し
込
み
を
し
な
く

て
も
自
動
的
に
通
知
を
し
ま
す
。

今
年
度
の
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

の
中
に
は
、
受
診
希
望
調
査
書
（
登

録
ハ
ガ
キ
）
を
同
封
し
ま
し
た
。

ま
だ
投
函

さ
れ
て
い
な
い
人

は
、

至
急
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
９
年

度
は
受
診
し
な
い
が
将

来
受
け
る
人

や
、
一
度
申
し
込
ん

だ
が
ほ
か
の
検
診
を
受
け
た
い
人

も

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
登
録
（

ガ
キ
は
、
各
支
所
お
よ
び

市
役
所
の
市
民
健
康
相
談
室
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
７
月
3
1
日
水
ま
で

肩
健
康
課
検
診
係

昔
6
6・
7
4
8
7

番

市

民

遠

的

大

会

（
兼

県

民

大

会

選

手

選

考

会

）

７
月
2
0
日
(
祝
)
午
後
１
時
か
ら
　
会

場

東

京
武

道

館

遠

的

場
（
千

代

田

線

綾
瀬

駅
下

車
）

対
象

市
内

在

住

の
成

人
で
、
県
民
大
会
〔
９
月
2
8
日
(
土
)
・
2
9

日
(
日
)
〕
に
参
加
可
能
な
 
費
用
千
円

圃
当

日

会

場
で
（
午
後

Ｏ

時
3
0
分

ま

で
）

擲
松

戸
市
弓

道
連

盟

・
熱
田

昔
4
2・

2
5
7
1

番

軽

ス

ポ

ー
ツ

教

室

７
月
1
4
日
・
2
1
日
の
日
曜
日
、
午

前
９
時
～
正
午

会

場
南
部
小

学
校

務
甬

無
料
　
種
目

グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ

ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ー
イ
ン

デ
ィ
ア
カ

ー
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

圃
当
日
会
場
で

圜
体
育
指
導
委
員
・
斉
藤
豊
6
7
・
7

4
6
0
番

（
夜
間
の
み
）

三

歳
児

健

康

診
査

対
象
平
成
５
年
３
月
生
ま
れ
の
幼

児
　
健
診
日
７
月
９
日
・
1
6
日
・
2
3

日
・
3
0日
の
各
火
曜
日

会
場
松
戸

保
健
所

※
該
当
者
に
は
通
知
を
送
り
ま
し
た

が
、
届

か
な
い
場
合
は
（

ガ
キ
に

左
記
要
領
を
記
入
し
、
干
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
松
戸
保
健
所
指
導
課

（
容
6
1・
2
1
2
1

番
）
へ

ハガキ記入要領

①住所

②電話番号

③幼児氏名

④幼児生年月日

⑤保護者氏名

⑥転入年月日

療

育

相

談

７
月
1
1
日
(
木
)
午
後
１
時
～
１
時
3
0

分
受
け
付
け
（
実
施
時
間
午
後
１
時

～
２
時
）
　
会

場
松
戸
保
健
所
　
対

こ
　
　
　
き
ゅ
う

象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受
診

者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談
等

を
希
望
す

る
十
八
歳
未
満
の
人
（
予

約
制
）
　
費
用
無
料

※
乳
幼
児

の
人
は
、
母
子
手

帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

麺
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
昔
6
1・

2
1
2
1
番

ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス
（
硬

式

）
教

室

８

月
～
1
1
月

の
毎

週
日

・
月

・
金

の

希

望

曜

日

、

午

後

７

時

～

９

時

会
場

金
ヶ
作

公

園
庭

球
場
　

対

象
市

内
在
住
・
在
勤
の
人
　
費
用
九
千
円

（
保
険

料
を
含

む
）

兩
７
月
1
5
日
(
月
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号

・
希

望
曜

日
（
第
三

希

望
ま
で

）

返

信
宛
て

名

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
0
松

戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号
松
戸
市

テ

ニ
ス

協
会

へ

舞
平

木

昔
3
0・
4
1
1
2

番

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

７
月
2
1
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
校
庭
　
費
用

無
矜

持
ち
物
鉛
筆

兩
晋
日
会
場
で

舞
体
育
指
導
委
員
・
木
下
昔
4
5
・
3

4
2
9
番

子

宮

が

ん

集

団

検

診

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上
の

女

性

（
今
年

度
、

心
内
受

託
医

療

機

関
で
受

診
し

た
人

は
受

け

ら
れ
ま

せ

ん
）
　
費
用
四
百
円
（
生
活
保
護
世

帯
、
市

民
税

非
課

税

世
帯

、
老
人

医

療
対

象

の
人

は
無

料
）

※
ス

ラ
ッ
ク
ス
は
避
け

て
く
だ
さ

い
。

生

理
中

で
も
受

け

ら
れ

ま
す

。
三

日

前

か
ら
膣

（
ち

つ
）

の
洗

浄
は

避

け
て

く

だ
さ

い
。

期日　|時間1　　　会場匝
当
日
会
場
で

群
健
康
課
検
診
係
容
6
6・
7
4
8
7

番

保

健

・
衛

生

園芸教室

カンノンチク｣

｢野鳥と環境とのか Ｉ

かわリ｣　　　　;I

こども手づくり教室

｢トンボの四季」　

こども自然体験

｢葉っぱでえがこう｣

みどりの講習会

｢薬用植物｣

[アナナスの育て方]

7／17(水)

午後1 時30 分

～3 時

7／20(土)

午後1 時30 分

～3時30分

7/21(日)

午後1 時30 分

～3 時30 分

7／28(日)

午前10時～正午

8 ／2(金)

午前9 時30 分

～ 正午

8 ／4(日)

午後1 時30 分

～3 時30 分

8 ／14(水)

午後1時30分

～3 時

iみどりの相談員

|小林鶴太郎氏

･日本鳥類学会会員

浅間茂氏

|伊藤道子氏

社会教育課

野口照彦氏

自然解説員

川端 祥子氏

首藤美 恵子氏

千葉県薬草園

金井長治氏

小林鶴太郎氏

25人　’

40人

小3～中3 30人

30人

30人

15人

7/18(木)

１９(金)

22( 月)

23(火)

24(水)

25(木)

26(金)

30(火)

31(水)

午
前
９
時
3
0
分
～
1
0
時

小 金 原 市民 セン タ ー

六 実 市 民ｾﾝﾀｰ

常 盤 平 市民 セン タ ー

東 部 ス ポ ー ツ パ ーク

中 央 保 健 セン タ ー

常 盤 平 市 民 セン タ ー

小 金 保 健 セン タ ー

新 松 戸 市 民 セン タ ー

中 央 保 健 セン タ ー

広報 1996年(平成８年)7月5日

涼しい鳴き声はいかが



出演者・スタッフ募集

平成8年11月２日・３日・１０日（応募状況により調整）

森のホール21･ 大ホ ール（ピアノートアン サンプル）

・小ホール（ポピュラーバンド）

森のホールおよび市内を音楽活動の中心とする人で、

★ピアノ十アンサンブルフェスティバル

①将来の演奏家を目指して 、器楽（ピアノを含む）・声楽

を練習中で音楽大学入学程度以上の演奏経験のある人②定

例的な活動を行っている数人の器楽合奏団（アマチュア可）

★ポピュラーバンドフェスティバル

定例的な活動を行っている数人で構成するバンド

各自のレパートリーから15分程度で演奏できる楽曲

※舞台の設営上、次の条件とし ます。

①器楽・声楽演奏では、ピアノは１台まで

②ポピュラーバンドでは 、ドラム･ アンプ類は共通で使用

③ステージでのリハーサルができない場合もあり ます。

1団体体当たり3,000円を予定（演奏記録等の実費として）

7月20日(祝)〔消印有効〕までに、所定の申込書、募集要綱

をハガキで(財)松戸市文化振興財団〔〒27（）松戸市千駄646－

4森 のホール「出演者募集」係(S84-5050 番）〕へ請求し

てください。応募者多数の場合は抽選となります。

☆楽器演奏経験のある人を、上記演奏会のスタッフ（ボランティア）と

して募集します。出演者と同じ要領で。森のホール「スタッフ募集」

係へ申込書を請求してください。

「川に接してみなければ、川の楽しさや怖さ、そ

して大切さも分からない。ここで、アサリ取りを子

供たちにさせてあげたいねえ」と中蓋さん

中
奎
弘
志
さ
ん

車

凧
か
ら
松
戸

へ
入

る
と
き
に
、

緑

豊
か
な
矢

切
の
鐘
面
林
と
、
青
く

輝

く
江

戸
川

が
目

に
飛

び
込

む
。
ふ

る
さ
と
を
感
じ
る
一
つ
の
情
景
だ
。

そ
の
江
戸
川

と
共
に
生
き
て
い
る

人

々
が

い
る
。
松
戸
市

漁
業
協
同
組

合
の
七

十
三
人
だ

。
組
合
長
を
務

め

る
中
臺
弘
志
さ
ん
は
七
十
五

歳
。
日

本
そ
し
て
江

戸
川

の
激
動
期
を
生
き

抜

い
て
き
た
世
代

だ
。

「
止
ま

っ
て

い
る
川
を
見

る
と
、

病

ん
で

い
る
な
と
思

う
」
。

中
臺

さ

ん
の
記
憶
の
中
の
江
戸
川
は
、
と
う

と
う

と
音

を
た
て

て
流

れ
て

い
る
。

葛
飾
橋

の
橋
脚
に
あ
た

る
水

の
音
も

「
生

き
て

い
る
」
証

の
よ
う

に
相
当

な
も
の
だ
。

戦
後

の
混
乱
期
、
漁
協

の
組
合

員

は
百

人

を
超
え
て

い
た

。
「
古

ケ

崎

鮒
」

の
異
名
で
知
ら

れ
た
フ
ナ
を

は

じ

め
、
コ
イ

ー
ア
ユ

・
白
魚

・
サ
ヨ

リ

な
ど
、
自
然
の
恵
み

は
川

に
生

き

る
全
て

の
生
命
に

と
っ
て
、
平

等
に

豊

か
だ

っ
た
。

し

か
し
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
を
人

間

が
崩
し

た
。
戦
後
復
興
・
高
度
経
済

成
長
と

と
も
に
、
川
は
汚
染
さ
れ
て

い
っ
た

。
魚

が
臭
く
て
食
べ
ら
れ
な

く

な
る
ま
で
、
さ
は
ど
の
時
間
は
掛

か
ら
な

か
っ
た
。

そ
の
後
、
江
戸
川
は
だ

い
ぶ
そ
の

美
し

さ
を
取
り
戻

し
た

が
、
も
と
の

恩

恵
は
得

ら
れ
な
く
な

っ
て

い
た
。

現
在

唯
一
と
も

い
え
る
漁
「
稚
ア
ユ

漁
」
を
行

っ
て

い
る
の
は
、
わ
ず

か

に
五
人
と
聞
く
。

江

戸
川
の
活
用
が
、
飲
料
水
の
取

水
に
重
き
を
置
く
よ
う

に
な
る
と
、

漁
協
の
役
割
も
変
わ
ら
ず
に
は
い
ら

れ
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。
か
つ
て
の

漁
業
を
営
む
人
同
士
の
互
助
か
ら
、

水
の
番
人
へ
と
・
…

水
の
番
人
は
「
私
た
ち
の
世
代
が

川
を
汚
し
た
の
だ
か
ら
、
汚

い
水
を

飲
む
の
は
仕
方
が
な

い
け
れ
ど
も
、

子
ど
も
た
ち
に
こ
の
汚

い
水
が
ど
ん

な
影
響
を
与
え

て

い
る
の
か
、
考
え

な
き

ゃ
い
け
な

い
」
と
、
河
川
の
浄

化

・
再
生
に
力
を
注
ぐ
。

建
設
省
江
戸
川

中
川

水
面

利
用
協

議
会
や
同
江
戸
川
工
事

事
務
所
の
流

水
保
全
水
路
事
業

を
は
じ
め
、
川
に

ま

つ
わ

る
会

議

・
事
業

に
対
し

て

、

環
境
面

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
精
力
的
に

こ

な
し

て

い
る
。
「
江
戸

川

や
水

路

の

護

岸

を
コ

ン

ク
リ

ー

ト

で
は

な

く
、
木

や
草

そ
し

て
土
で
整
備
す

る

よ
う

」

に
も
提

案
し

た
。

持
論

は
、

「
自
然
に
逆
ら
わ
な
い
」
こ

と
。

「
川

の
こ
と
は

漁
師

が
一
番
分
か

っ
て

い
る
。
流
れ
や
色

の
毎
日

の
違

い
か
ら
、
川
の
調
子

が
分
か
る
」
。
江

戸
川
と
共
に
生
き
て
き
た
人

の
誇
り

を
垣
間
見
た
気

が
し
た

。
（
松
戸
在
住
）

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………H66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…068-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………S65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

法律相談☆

税 務相 談

登 記相 談

行政相 談

住 宅 相談

外国人相談

交通事故

市政・一般

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

お気軽にご相談＜ださい

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

川
に
生
き
る

チケットガイド
公演日　　　公　　演　　名　　　会場  開演時間 料金

※ 各 公演 とも チ ケット 売り 切 れ の際は ご了 解 ＜ ださい 。

７ 月の相談あんない

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　 ＼　会　場

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

国

民

年

金

課

適

用

係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

●公演予定

●会　　場

●応募資格

●演奏曲目

●参加費用

●応募方法

森の室内楽・ドイツの町の音楽家たち

ベートーペン／７重奏曲「街の歌」

ラヴェルノ「ソナチネ」ほか

片桐はいりー人芝 居

「ベンチャーズの夜」

立JI談志 独演会

こどものための名作ミュージカル

「眠れる森の美女」

主演：小田茜

瀲日本交響団演奏会

ジン・ワン指揮、ピアノ：小山実稚恵

「モーツァルトプログラム」ピアノ協

奏曲第23番、交響曲第41番ほか

野村狂言の会

出演：野村万之介ほか

「棒しばり」「六地蔵」

◆解説あり

小ホール 午後２時

小ホール午後７時

小ホール 午後６時

大ホール 午後２時

大ホール 午後２時

小ホール 午後６時

全自 由席

2,000)円

学生1,000円

全指 定席

3,800 円

S 3,200 円

A　2,800 円

全指 定席

2,000 円

S　5,00O円

A　4,500 円

B　4,000 円

学 生.2,500 円

全指 定 帝

4,500 円

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　 　会　場

|毎週火･木､第2･4 月曜日

第1月曜日第2金曜日第3金曜日‾‾

第2・第4月曜日

毎週水曜日

第2・第4火曜日

月～金曜日

午後１時～５時

午前９時～正午

午後１時～５時

午後1 時～４時30分

午後１時～３時

午前10時～午後４時

午前９時～正午

午前10時～午後５時

午前8時30分～午後5時

〔次回は8/2(金)〕

5(金)

9(火)

12(金)

16(火)

19(金)

23(火)

26(金)

月～ 金 曜 日

市民相談室

常盤平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

午前10時～午後3時

午前9 時～午後4 時
消費生活センター

*565―6565番

人

権

相

談

心

配

ご

と

相

談

○
の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

第1 ～ 第 ４金 曜 日

〔次回は8/5(月)〕

〔次回は8/⑥(火)〕

(次回は8/6(火)〕

(次回は8/7(水)〕

〔次回は8/7(水))

(次回は8/1(木)〕

午前10時～午後3 時

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

小 金 支 所

常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾﾝﾀｰ

人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係

市
役
所
内a
6
8・
0
5
0
3
番

人権相談は千葉地方法務局松戸支局(063-6278番)でも行っています。

女性パート

労 働 相 談

ゆうまつど

こころの相談

女性就業相談

労 働 相 談

毎月第２火曜日

第１～第３月曜日

第４月曜日

火･金曜日

第１・第３月曜日

午後1時30分~4j寺30分|

午前10時～午後4時1 時～7時

午前10時～午後4時‾午後1時～5時

女性センター

容64－8778番

女性センター

(相談室直通)

昔63－0505 番

市役所相談ｺｰﾅｰ

商
工
観

．光

課

労

政

係

顫動相談は東葛飾支庁商工労政課(061  -4089 番)でも行っています。

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

月～金曜日

月～金曜日

午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時

教育研 究 所

S66-7461 番

北松戸保育所

067 ―464$番

広報 1996年(平成８年)7月５日

ﾌ ェステｨバル
ﾋﾟｱﾉ 十アンサンブル

ポﾋﾟュラｰ バンド

森のホール開館3 周年記念

松
戸
市
漁
業
協
同
剱
合

代
表
理
事
組
合
長 人

８４-５０５０番

(月曜日は休館)

取扱時間　午前10 時

～午後４時

,森のホール21　 チケットセンター

救
急
医
療
体
制
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